
育
男
選
手
が

選
ば
れ
、
点

呼
部
門
は
岡

山
水
急
大
阪

（
点
呼
者
は

金
田
崇
選

手
）
が
優
勝

し
た
。
服
部

選
手
は
２
０

１
５
年
度
の

岡
山
県
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
女
性
部
門
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
「
（
今
回
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
の
内
容
は
）
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
全
力
で
や
っ
て
き
ま
す
」

と
全
国
大
会
へ
の
抱
負
を
語
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
服
部
選
手
と
、
今
月
行
わ
れ
る
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
運
送
会
社
会
「
ロ

ジ
ネ
ッ
ト
協
力
会
」
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

西
日
本
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
前
川
一
希
選
手
（
倉

富
物
流
セ
ン
タ
ー
）
の
壮
行
会
も
行
わ
れ
、
前
川
氏
も

「
社
長
を
全
国
大
会
に
連
れ
て
行
く
た
め
に
も
頑
張
り

た
い
」
と
意
気
込
み
を
示
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
ヤ
ク
ル
ト
・
ウ
ェ
ス
ト
・
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
荒
谷
充
郎
取
締
役
は
「
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
と
の

付
き
合
い
は
ま
だ
１
年
だ
が
、
レ
ベ
ル
の
高
い
事
業
所

と
な
っ
て
お
り
、
他
営
業
所
の
研
修
の
場
に
し
た
い
と

も
考
え
て
い
る
。
今
日
は
安
全
へ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

認
識
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。
­­■
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左から服部選手、岡本社長、
岡山水急大阪の金田選手、岡治郎所長

醍
醐
倉
庫

（
本
社
・
東

京
都
大
田

区
）
の
醍
醐

正
明
社
長

は
、
全
国
法

人
会
総
連
合

（
全
法
連
）

青
年
部
会
連
絡
協
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
。

租
税
教
育
を
量
・
質
と
も
に
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
①
税
の
「
使
い
道
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く

こ
と
②
部
会
員
の
増
強
③
法
人
会
の
認
知
度
向
上

―
―
を
重
点
取
り
組
み
と
し
、
醍
醐
氏
自
ら
他
団

体
と
の
対
談
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
考
え

だ
。法

人
会
は
設
立
当
初
か
ら
「
納
税
道
義
の
高

揚
、
税
知
識
の
普
及
」
を
テ
ー
マ
の
柱
に
、
「
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
活
動
を
推
進

し
て
き
た
。
醍
醐
氏
に
よ
る
と
「
こ
れ
ま
で
は
主

に
納
税
、
税
を
集
め
る
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
き
た
。
『
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
』
と
し

て
は
、
税
の
『
使
い
道
』
に
つ
い
て
も
法
人
会
と

し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」
。
１
年
目
は

勉
強
期
間
と
し
、
２
面
目
に
何
ら
か
の
形
で
の
発

信
を
め
ざ
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
重
点
取
り
組
み
は
部
会
員
の

増
強
。
過
去
に
は
１
３
０
万
社
の
会
員
数
だ
っ

た
の
が
、
直
近
（
昨
年
12
月
末
現
在
）
で
は
82

万
社
ま
で
減
少
し
、
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
と
い
う
。
「
会
員
数
が
減
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
活
動
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
会
員
数
が

増
え
れ
ば
会
の
活
動
も
活
性
化
さ
れ
る
。
青
年

部
会
の
部
会
員
を
増
や
し
、
活
発
な
活
動
を
実

施
し
、
会
員
増
強
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
み
せ
る
。

ま
た
、
法
人
会
の
認
知
度
向
上
に
も
取
り
組

む
。
全
国
各
地
に
４
４
１
単
位
法
人
会
が
あ
る

が
、
清
掃
活
動
や
租
税
教
育
な
ど
の
活
動
を
地

元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
取
材
し
て
も
ら
う

こ
と
で
よ
り
認
知
度
を
高
め
ら
れ
な
い
か
―
―

と
提
案
。
法
人
会
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
と
す
る
た
め
、
会
長
任
期
２
年
間
で
各
種
対

談
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
前
国
税
庁

長
官
と
の
対
談
も
実
現
。
「
他
団
体
と
の
対
談

を
通
じ
て
交
流
を
積
極
化
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

ひ
　
と
　
 醍
醐
倉
庫
の
醍
醐
正
明
社
長
が
全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
会
長
に

部
会
員
増
強
、
他
団
体
と
の
対
談
通
じ
法
人
会
の
認
知
度
向
上
に
注
力




